
（別紙３）

○事業所名 ココトモ西尾mirai校

○保護者評価実施期間 2025年　2月 1　日 ～ 2025年　3月　1日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 49 （回答者数） 28

○従業者評価実施期間 2025年　2月　1日 ～ 2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 4 （回答者数） 4

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　4月　1日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1
生活空間はこどもにわかりやすく構造化された環境になっ
ている。
また、情報等の認知がされやすい配慮を行っている。

個別作業スペースが有効に使われていいます。
収納箱に道具に何が入っているのかの視覚化に努めてい
ます。部屋のレイアウトを利用状況に合わせて変えており
ます。

こどもの利用状況に応じて、道具の収納、部屋の
レイアウトの工夫を図っていきます。

2 進学・就職に向けての、SST/LST・作業訓練・工作・パソコ
ンなどの活動プログラムの工夫

同じプログラムであっても、その日の利用者さんに合った
内容に調整しております。
集団での活動を学ぶ活動と、個別の取り組みをする時間
を確保しております。

集団・個別活動の中で、今後、更に子どもたちの
将来に役立つプログラムの充実を図っていきます。

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 自力通所で学校迎えがないことによる、教育機関との連
携不足

自力通所のため、学校の先生との接点が基本的にない
事業所での様子・子ども本人から聞く学校の様子
など気になることがある場合、保護者に伝える、また
学校への情報共有に努めていきます。

2
保護者やきょうだい向けの交流会等、また、ペアレントト
レーニング等の研修会、勉強会の開催ができておらず、家
族支援の場が提供できていない。

提供に当たる放課後デイ療育との両立
希望者の把握

定期面談以外でも、療育相談を随時、受け付けており
ますので、家族支援の一助で活用していただければと
思います。
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